
聞役の下垂体を机孤学的に検窮したところ,中心

部の紐鰍 ま変性しているものの,茨両の腺組稲の

状掛ま良好で.放出能を保っていたものと考えら

れる｡

その後,m休差を克服するため別の校数の個体

より柑T:下垂体を用い,同様な実験をおこなった

が,ラジオリセプター法によってLHの測定結果

を出すまでに至っていない｡またラジオリセプタ

ー法の悠腔が関越なため,ラット精巣の間細胞を

用い,テストステロン生産丑をラジオイムノアッ

セイ法でnr促 し,LH左王を求める方法を試みてい

る｡

血中および下垂体中ゴナドトロピンの測定方法

の確立

吉田FjJ'志(国立予研･詔長類センター)

サル獄の黄休形成ホルモン(LH)の測定のた

めのラジオイムノアッセイ(RIA)には,現状で

は種々の困難がともなう｡そこで,孜々は,ラジ

オリセプターアッセイ(RRA)法の確立を試みた｡

ラット柄兜の問細胞(LeydigceH)分画をリセ

プターとするこの方法により,カニクイザル

(Macacafascimlaris)およびニホソザル

(M･/･fuscata)の血中LHの測定が可能であ

り,性周期にともなうその孤度の変動について実

証することができた｡今回は,この両種以外のサ

ル種,特にマカカ屈以外のサル種に対する本法の

適用の可能性について検討をおこなった｡

検討の対象としたのは,オナガザル屈のミドリ

ザル(CercopilheczLSaeEl"'o♪S), リスザル

屈のコモソ1)スザル (Saimirisciurea),

およびマカカ屈のアカゲザル(M.mulatta)で

ある｡動物は,逆目採血をおこない,排卵に先き

だち血中LH潰度の増加を示すとみられる時期の

血稲を選んだ｡この血17iを段階希釈し,RRA系

で,カニクイザル下垂体由来I.'H標準標品と比較

した｡放射性ヨード標識ホルモンとして,ヒト下

垂体標品(LER-960)を用いた｡

3校の血桁試料と標準臨gElの問で,反応の平行

性その他に有志な差は認められなかった｡これに

より本方法によってこれら3fgfの動物の血中LIl
の測定が可能であると判断された｡

カニクイザルの血中LHの測定のために開発さ

れたこのRRA法は,ミドリザルを始めとする狭

界獅下目のサル柾のみならず,広昇類下目の.)ス

ザルにも通mでき,ひろく六校亜目一般の血中L
Ilの測定に適用可能であることが強く示唆された.

今綾,原拭亜日での適用の可否を検討するととも

に,サルffiでの性周l抑こともなう血中LH動態の
解析が必要である｡

課 題 13

霊長類背髄のカルシウムプロテアーゼの性状に

関する研究

石崎本別･爪川正則(qi大 ･医)

1961年,ラット脳の細胞Tf分直別こカルシウムに

より活性化される中性プロテアーゼが見出されて

以来,この種の酵素が柾々の,糾約 ･細胞に存在す

ることが和岱されてきた｡これまでカルシウムプ

ロテアーゼは細胞質分画からffl製されており,そ

の大部分が細胞質分画に存在するとされているが,

細胞内局在の詳細はまだ検討されていない｡また

この酢宗の生野的な至掛こついても推定的な知見は

得られていないが,この酢累がJ筋原線維蛋白,微

小で結合IJi'白,アクチン総合蛋白,中間径線維蛋

白などに作用することから,このプロテアーゼと

細胞骨格との閃逆が注目を拙めつつある｡

孜々はこれまでラットおよびウシの背馳をトラ

イトンⅩ-100で処理して得られる細胞冊格瞭

品中にカルシウムプロテアーゼが存在することを

見出し,この酵素が生理的条件下で細胞骨掛 こ結

合して存在することを示唆する知見を得た｡本研

究ではニホンザル脊髄の細胞冊栢帆Vlrflにもカル

シウムプロテアーゼが存在することを見出し,こ

の酵素の性質をラット酢窮,ウシ酢諸芸の性質と比

較した｡

ニホンザル詐取の細月'dfI枯既品は主としてニュ
ーロフィラメント･トリプレット召白(分子塁～

200K,～160K,～68Ⅰ日 ,グリア線維酸性蛋

白(分子爪～50K),アクチン(分子量43K)か

ら的成されている｡この標品にはニューロフィラ

メントの160K成分の優先的に分解するカルシウ

ムプロテアーゼが含まれている｡この酵素は0.1

niM以上のカルシウムによって活性化され,その

-55-


